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-エネルギー政策では、ドイツの再生エネルギー比率は、
25 -28%であり(臼本の場合2.2%)であり、2022年までの原
発全廃を目標としている。日本の現状で想定されるエネルギ
ーベストミックスは、原発25%、再生エネルギー25%、火力
50%だと各種研究所は考えている。日本のエネルギー自給
率は、原発がほぼ停止している現状では、7-9%だと推計さ
れる。大半は、中東からの石油に依存している。
・食糧生産だけでは、経済生産としての農業は成り立ちにく
なっている。大規模化、商業作物生産のような多角化、地産
地消(商)の商品化もitみられている。今日試行として行われ
ているのが、農業にエネルギー生産を組み込むシステムで
ある。農はつねに試行錯誤である。
モデルとしてのドイツ2 』
(3)農地の状況(2011年)
ドイツ 日本
面積 比率(%) 面積 比率(%)(万ha) (万ha)
国土全体 3，571 100.0 3，780 100.0 
農用地 1.672 46.8 456 12.1 
耕地 1，188 33.3 425 1.2 
永年作物地 20 0.6 31 0.8 
永年採草・
放牧地 464 13.0 
資料 FAO(国連農業食積統計)
農林業とエコロジー
-エコロジーの最大の推進力は、農林業とエネルギー
政策である。農lま、大地と光と水の生産性をもっとも
有効に活用する営みであるが、農業は地球の特殊
例外地域を除き、経済活動である。経済活動として
の農業は、ほとんどの先進国で、容易ではない産業
である。日本の耕作放棄地は、茨減県全面積に相当
し、放置すれば「荒れ地大国」である。コメを作れば
多くの場合赤字がでる。食糧自給率40%を切る状態
がここ15年間は続いている。ドイツの食糧自給率は
、統計による濃いを除いても、9割前後はある。
モデルとしてのドイツ1
ドイツ 日本
名目額(億 GDP比 名目額(億 GDP比
usドJレ) (%) usド)(.) (%) 
国内総生産 34，260 59，602 (GDP) 
農林水産業 257 0.7 692 1.2 
1人当たり
41，376 46，838 GDP(ドル)
資料国連統計
モデルとしてのドイツ3
(4)主要農産物の生産状況(万トン) 資料 FAO統計
ドイツ a.伝
2冊8 2009 2010 2011 2012 2012 
小麦 2.599 2.519 2.41' 2.280 2.243 86 
大変 1.197 1.229 1倒 t 873 1，042 17 
とうもろこし 511 453 407 518 499 002 
てんさい n曲 2.592 2.343 2.958 2.789 376 
じゃ曲fいも 1.137 1.162 1.020 1.180 1.067 2S<l 
業種 515 631 570 3.7 4.2 0.2 
牛肉 "0 119 '" 117 115 s<l 豚肉 512 526 5'9 562 547 130 
I肉 75 79 B4 90 90 138 
牛乳 2.866 2.916 2蝿 2 3.032 3051 763 
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モデルとしてのドイツ4-1 -ドイツと日本の温暖化・エネルギー関係の動向と政策の比較
ドイツ 日本
1990年からの 減少 増加C02排出量
1990年からの再生 顕著に増加 停滞可能エネルギー比率
1990年からの
原子力発電所数 減少 増加
2020年40%削減
C02削減 2050年60・80%南IJ 国の中長期計画な
中長期計画 減(世界全体で し
2050年50%削減)
内農業事情1 I -1976年に「自然保護及び景域保全に関する法律」が制定さ
れ、農地整備法も改正され、道路水路整備計画に景観保全
配慮が義務付けられた。1989年に「野生動物の保護Jr景観
維持Jr余暇利用Jが追加された。
1992年のCAP(共通農業政策)の改正により、当初の農産物
価格維持から、地減政策支援、環境保全、農村の維持発展
、環境保全型農業に対しる補助が強化された.
• 2013年12月締結のCAPでは、加盟国の格差是正が目的の
ーっとなっており、ドイツに配分された農業予算472億ユーロ
(6兆6千億円、7年間)から、 6，5%減額になっている。優先項
目は、雇用、持続可能性、単新、品質向上が求められている
。配分予算のうち直接支払とは別に、農村振興政策にも支
払いが行われる。ドイツでの直接支払い予算I立、358億ユー
ロ(約5兆円)でその30%は緑化寄与農業に当てられる。
有機農業
• 
1989年の「農業生産粗放化促進法JIこよって、農産物生産量を
5年間で20%以上引き下げるものであり、量を減らすか、妓術改
良を行うかである。20%以上の減産を行うものについては、奨
励金が出る。農産物過剰につき補助金が膨らみ続けることへの
措置である。技術改良の最大のものが、有機農法化である。つ
まり肥料を減らすための措重である。
有機農業の団体は公認されているもので、6団体あり、3団体が
有名である。
モデルとしてのドイツ4-2
ドイツと日本の温暖化・エネルギー関係の動向と政策の比較
ドイツ 日本
2020年までに 原子力立国計画に原子力政策
原発廃止計画 より原発拡大
環境税(炭素税) 導入済み なし
再生可能 再生可能 PRS法再生可能エ
エネルギー目標 エネルギー法 ネルギー
普及制度 固定価格電力買取 逮成義務化制度補償制度
再生可能エネル 市民/地場住民も 企業/電力会社ギー普及主体 含む多様な主体
間農業事情2 I 
-農村振興政策は、 (1)農業部門の競争力強化、(2)生態系維
持および自然資源の効率的な利用、 (3)農村地域の経済的・
社会的再建である。
・農業の大規模化とハイテヴ化、マシーネンリンク{協同組合)
の各地での形成、等々がある。
有機農業
• 
・(1)ビオラン卜(有機的生態的農法協会)1971年に設立され、起源
は1930年代に農政学者ハンス・ミュラーによって行われた農民
郷土愛運動である。
・(2)デメ-?Z(バイオダイナミクス農法協会)デメ-9は、ギリシア
神話に釜場する農業の女神のことであり、ルドルフ・シニL?Zイナ
ーの思想に基づき、 1924年に発足した団体である。
・(3)ナチュアラントバイエルン・ミュンヘンを中心に設立された消
費者と生産者をつなぐ団体
ドイツ文化とエコロジー 
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有機農業
シュ9イナ農法自然界を物質、エテル、アストラル体の
流動的交叉として捉え、生命体の活力を愚大にするような農
法である。エーテルlま希薄化する気体であり、アストラル体
[ま「世界霊」と呼ぶべきもので、いっさいの意識的働きがなく
てもおのずと身体が動くような場面で働いている。
物質的な作用でI立、双極性がある。ある物質I立、他の何か
の物質と、「一つになるわけではないが、不可欠の対関係」
を形成する。電気や磁力のように、相反的な極が対になる仕
組みを想定している。ゲー子自然学、シェリング自然哲学に
見られる元々の意味での「ダイナミタスJ(動力学)の仕組みに
なっている。
有機農業
(2)個々の農場は、固有領域を形成するべきである。農場や
家畜は、外部からなにも持ち込まず、継続して生産できなけ
ればならない。外部から何も持ち込まず、病気にかかった場
合には、十分に希釈して取り扱う二とが必要である。農場を
固有領域として一つの有機体とみ怠すと、草地、耕地、果衛
園、林地、生宅、溝、池などの聞にバランスや調和が必要と
なる。また農場に宇宙から流れ込んでくるものと大地から上
昇してくるものとの聞にもバランスが取れていなければなら
ない。植物と土湿にそれらを感じ取り、受け取る二とのできる
感受性をもたせるζと一一一二れがバイオ・ダイナミクスの主
要課題となる。
有機農業
• (5)形を作り上げる炭素はこれらのこつの極の聞に活動場
所をもち、それらのどちらにも依存している。動物では、骨格
のカルシウムが必要な支えを提供し、シリカは主に外側にあ
って形を封じ込める手助けをする。ドイツの重粘土質土壕で
は小巣樹の畝栽培が非常にうまく行っており、土織が活性化
されるだけではなく、土壇と水との関係も大幅に改善される。
豊かな土壌においては、物質的なもの、エーテル的なもの、
アストラル的なものすべてが、神経の張りつめた調和の取れ
た状態で、値物になるのを待ち望んでいる。
有機農業
(1)農業用の土地については、シリカ(二酸化珪素)と石灰石(
炭厳カルシウム)が対となる物質である。それに付帯して、外
惑星と肉惑星という対概念の対応が組み込まれる。肉惑星
は植物の生殖過程に作用し、成長と生殖は、月、水星、金星
から来る。外惑星は、動物に栄養備給にかかわり、火星、木
星、土星から来たカを活用する。シリカはこのカを含み、石
灰Iま水を吸収する。
~l 有機農業
・(3)生命プロセスは、対立するニつの流れの合流点で生じる ー
が、それらの流れにはそれぞれの担い手がある。シリカは宇
-
宙からの栄養の流れがそれに乗って下りてくる乗り物であり、
石灰岩は地上の流れが宇宙からの流れに出会うためにそれ
に乗って運Iまれてくる工スカレーヲーである。
・(4)たとえばカ予ツムリは非常に敏感なシリ力生物であり、その
ようなものとして自分で石灰の家を建てる。他方、トクサは非
常に強い石灰カがあるので、バランスを取るためにシリカの
覆いを作る。色と光はシリ力と関係があり、運動と音はカルシ
ウムと関係がある。シリカIま宇宙がそれを通して地中に注ぎ
込み、また吐き出していく、夏と冬の流れの触媒となる。他方
、石灰は春・秋の作用の触媒となり、それを保持し、適切なと
きに本流に戻す。カルシウムは貧欲さを緩和し、抑制できる鉄
元素との聞に特別な関係がある。シ1)力はマグネシウムとの
聞にそれに対応する関係がある。
有機農業
• (6)調合剣の機能の一つは、おそらく特定のエーテル的ないし
アストラル的要素を、特定の細菌が正しい場所に発生するよう
な方法で集中させることである。要点l立、不活性な物質を生命
プロセスのなかに取り込む細菌がいるということである。植物
が死んで分解すると、土犠のなかに値物の力が弱まる二となく
利用できる活性化された有効な物資が残る。
・(7)木の樹皮は植物と土壇との聞の1種の申問点であり、樹
皮からできた調合剤が両者の仲介役として働くことができる。
カルシウムは常時、活発過ぎるエーテル的なものを撤退させ
ているのであり、この働きは堆肥の山の生石灰の働きと対比
できる。ナラ類は耐久性と強さにおいて本質的に火星の木で
ある。
-
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.10 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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参考・日本の自然農法
-木村秋則氏(青森)の「奇跡のリンゴ」は、無農薬・無肥料で有
名になり、映画にもなった。奥さんが農薬アレルギーがあり、
やむない選択である。土壊改良が基本で、雑草を大量には
やし、大亘を祖えて、土の湿度と窒素成分の回復を行う。
-中洞正氏(岩手)は、牛を牧草で飼い、殺物飼料は使わない
酪農を行う。200mlで1000円もする牛乳ができるが、結構売
れている。
エネルギー事情2
-再生可能エネルギー資源にI立、風力、太陽光、熱などのよう
にエネルギ 量が時々刻々変動するものがあるが、バイオ
マスlま貯蔵が可能である。したがって、再生可能エネルギー
中心のエネルギー構造を構築していく場合に時間変動のあ
る資源と、バイオマスを組み合わせて需要の変化に対応して
いくことが可能になる。また利用範囲も発電、熟利用、燃料
利用と広い.
・ドイツでは』バイオマス利用l立、2006年の再生可能エネルギ
ーからの最終エネルギー供給量中、バイオマスの比率は
70.8%と最大である。その内訳l孟熱利用が41.4%で最も多く
、次いで燃料が19.7%、電力が9.7%となっている.
事例1バイオガス発電
ランゲンホルンバイオガス発電所とポルデルムバイオガス
発電所
シュレスヴイッヒ ホールシュヲイン州シュトルベルヴ郡ランゲン
ホルン村にあるランゲンホルンバイオガス発電所が2002年
11月に設立され、ポルデルム村にあるポルデルムーバイオガ
ス発電所は2003年5月に~11:立された。いずれも家畜糞尿を扱
うプラントである。回収糞尿の究寝などはすべて密閉系で運
転されており、発電所内の敷地もきれいで、悪臭はない。
- エネルギー事情1• 2000年I:r再生エネルギ 法」が制定されるまで、ドイツの再生園エネルギー比率は低〈、EU内で17位という後進国であった。農
業改革と連動させた再生可能エネルギー開発が急速に進むこと
によって、現在では再生エネルギーのモデル固となっている。パ
イオマスである。バイオマスの活用は、基本的に燃料の生産とエ
ネルギー(電力)に活用されている。
-バイオマスとは生物起源の再生可能な資源のことであり、値物
や動物の個体あるいは部分、JH甚物、さらにそれらを加工して得
られる生成物などが含まれる.また形状により、植物の茎や動物
の糞のような団体、植物を原料に合成されるバイオ燃料などの
液体、畜産の糞尿や植物などを発醇させて得られるメヲンガスや
木の熱分解で得られる木ガスなどの気体に分短される.バイオマ
スl立燃焼時!こC02を排出するが、植物の生長時に大気中のC
02を吸収するので、エネルギー利用による大気中のC02増加
はないとみなされるカーボン ューー トラルな資源である。
エネルギー事情3 I 
i・バイオマスのうちで、燃料用も活用が広い。デイーゼル燃料にパ
イオディーゼル燃料を活用することと、非加工の怪物油を燃料と
して使っている。2006年に使用された全バイオ燃料中バイオデ
イーゼル燃料(BDF)比率が74%、植物油が19%で、バイオエ告ノ
ールの比率は7%弱に過ぎない.ドイツでBDFや値物油の利用が
多いのは、日本やアメリカと異なり、自動車の約半分をディーゼ
ル車が占めているということが背震にある。
i・バイオマスを生み出す農林業の活性化が必要であるが、たとえ
ぽ2006年には連邦政府から5200万ユーロ(832億円)がつぎ込
まれ、 156万haでエネルギ 作物が栽倍されている.農業が食
穏だけでなく、エネルギー資源生産者として重要な役割を果たし
始めている。
バイオマス発電でも、風力発電や太陽光発電と同線に、地域住
民たちによる取り組みが盛んである.再生可能エネルギー法な
ymパィすマヌ畠再開楕tT>t..J-予m仕隠士道tT>1l¥1，J各自み州忠λ
事例1/¥イオガス発電
いずれも地域在住の農民、市民、自治体や公共団体からなる
出資社員によって構成されるIバイオガス シーュトルベルク有限
責任会社Jの所有になっている。2000年にこの会社を91の住
民や団体がそれぞれ500ユー ロ(約8万円)ずつ出資して集まっ
た4万5500ユーロ(約728万円)の準備資金で設立し、1ロ500
ユーロで50万ユーロ(約8000万円)の市民出資を募集し、これ
を自己資本として2つの共同バイオガス発電所を建設・運営す
るプロジェクトが開始された。
ドイツ文化とエコロジー 
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事例2マルチ農業
-事例1レー ルモーザ一家(オーバーヴェル-9';)ハ)のバイオ
ガス発電事業
-酪農家で農業用地は72haで、耕地48ha、草地24ha、林地
29haである。
• EUの直接支払(所得補償支払い)1立、 1haあたり約290ユー
ロであり、バイオガス発電で農業収入を補っている。裁t音作
物は、トウモロコシ30ha、小麦7ha、冬麦4ha、トリティカー レ(
小麦とライ麦)4haである。畜産lま搾乳牛7口頭、nl!!膏周子牛
70頭で、年間牛乳販売額が2200万円となる。
エネルギー兼業農業
現状は次の3点に集約できる.
・(1)農業形態の変更があり、過去のマンスホルトプランのもと
では企業的な大規模鮫作経営を目指したが‘これに対し『農
家lま農業収入だけでなく農外収入を合理的に確保し総体と
しての所得増加Jを目指した『バイエルンの道Jがあったことを
重視している。この場合バイオマス・エネルギ一事業が中心
となる。マクロ政策から、地域分散ー自己組織化宮イプの農
業経営である。このとき発電と送電の分離が必要となる。
・(2)こうした観点から個別農家の実態を分析し、バイオマスエ
ネルギ一事業の発展が農業経営の多角化など新たな経営
展開を促進させることにつながっている。その要因として家
畜糞尿利用ではメヲンガス発生後の消4ヒ;夜を;夜肥として散
布するなど事例がある
日本の試み
• 
事例2マルチ農業
-隣家と共同で地下埋設型メヲン発酵糟2基、ガス貯蓄層、コ
ジェネレ--9ー を設芭している。初期設芭費用lま約8000万
円程度である。築尿を牛舎からポンプで自動的に運び、サイ
レー ジや穀物を足し合わせて、メヲン発生を行わせる。天然
ガスを生産することと同じである。ここに未熟ライ麦が活用さ
れる。未熟ライ麦は、従来草地であったところに、ライ麦を樋
えて作る。発酵後の消化液は、肥料として農地に固され、メ
-9ンガスで発電した電力1立、エーオン社に売却する。電力年
間売り上げは、約3000万円である。コジェネレ一世ー での余
熱1立、畜舎や家屋の暖房用に使われる。農業所得のうち、
発電で得られるのは35%にのぼり、エネルギー兼業農家と
なっている.
エネルギー兼業農業
• 3)再生可能エネルギー事業では協同組合方式が『ブームJに
なっている。それは出資配当.買電収入、各種助成金をはじ
めエネルギー然の殿内利用など、手1)益を地岐に取り込むに
は協同組合方式が理に適っており、二の運動を基礎に家族
農業経営と農村の保全など地域づくりでも新たな局面が生ま
れている.
日本の試み
-中国山脈での小口水力発電は、戦後の電力不足時に制定
された「農山漁村電気導入促進法J(1952年)のもとに、最盛
期で90箇所以上のダムが稼働していたが、現在でも53か所
の発電所が稼働している。施設の維持・管理は、地元の農
協が行なっている。
a・
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.10 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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考察 参考文献- --農は総合型産業であるため、複数個のネットワークを同時に
(1)金子勝、武本俊彦『儲かる農業輪](集実社)
作動させる仕組みの導入が必要で、原料生産と商品化、原
• (2)木村秋則『リンゴが教えてくれたこと.!I(日経プレミア)料生産とエネルギー生産等々のように、二重、三重のネット
(3)ソ パー『シュタイナーの農業訴座を続むJ(ホメ才パシ出版ワ-')の形成が必要となる。大量生産、大盆販売(アメリカ、
• (4)坪郷実『環境政策の政治学ードイツと日本一J(早大出版会)中国ヲイプ)は、本来工業型の仕組みであり、それに合わせ
(5)寺倉;::ー 「ドイツの持続可能な発贋戦略と農業政築J(国会図書館飼査)た農業の大規模化は、筋違いである。
(6)農村開発企函委員会『農村工学研究』第66巻
-再生エネルギーと言えば、ただちに太陽光パネルの大量設
• (7)藤原辰史『ナチス・ドイツの有機侵華J(柏書房)
置となるが、現状ではいまだエネルギー転嫁率が低〈、植物 (8)村田武『戦後ドイツとEUの農業政策.!I(筑波書房)
の葉緑素の転化率に大幅に届かない。かなりの部分l立熱に
• (9)村困武『脱原発・再生可能エネルギーとふるさと再生以筑波書房)
なる。その場合には熱の活用も考えられる。 (10)村田武『ドイツ農車とエネルギー 転換.!I(筑波書房)
-農村地峨のネットワークl立、NPOのような自在公共ネットワ (11)鷲谷いづみ『さとやまJ(岩波)
-')の立ち上げが必要であり、農協ネットワークが岩盤規制 (12)和田武『飛躍するドイツの再生可能エネルギーJ(世界思想社)
になっている。
